
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

産業保安等に係る統一的な新システムの構築
本庁及び地方事務所で管理している届出・許可書等のデータベース化及び一元化

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

合計 47,939 46,710

100 100 達成

達成- 100 100

0

産業保安に係る本庁及び地方事務所の統一的なシステムを構築し、事業者に関する許認可・届出及び立入検査情報を一元管理すること
で、保守性の向上とセキュリティの確保を図る。また、紙台帳のデータベース化を図ることで、効率的な事務処理と適正な業務の実施を確
保し、もって行政事務の高度・効率化及び産業保安の確保に努める。

現在、産業保安の許認可業務等に係るシステムについては、本庁や各地方事務所ごとに単独で構築され、Microsoft OfficeのExcelや
Access等を用いて管理しているため、情報共有が図れず、昨今のバージョンアップ等により円滑な業務執行に支障をきたしている。

成果目標の達成状況

項目

新システムの構築
（実施率%）

紙台帳のデータ
ベース化（実施率%）

事業番号 06 04 19 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 産業保安システム等構築事業 担
当
課

部局 産業労働部

実施期間 H25 ～ H26

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（内部管理）
【左記の説明、根拠法令等】

法令に基づく許認可業務に係る台帳を整備するとともに、事業者等の情報を管理する新システム
の構築は県の事業である。

課・室 ものづくり振興課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail mono@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

新システムの構築及びデータ
ベース化

委託
産業保安等に係る新システムの構築及び紙台帳の
データベース化

47,939 46,710 0

47,939

合計（A) 0
-

26年度 27年度

当初予算

補正予算 8,221

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

8,221 47,939

概　算
人件費

0.30 0.30 0.00

6,248 46,710

0

8,221 47,939 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

一元管理された産業保安に係る台帳情報を有効活用し、適正な保安行政と事務処理の高度・効率化に努めていきたい。

目標に対
する成果
の状況

県の統一的な新システムを構築するとともに、産業保安に係る紙台帳をデータベース化することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 8,725 49,187 0

2,477 2,477

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越


